
試験研究成果普及情報  

  

［目的及び背景］  
 県内の主要な自給飼料の飼料成分等の実態を把握するために、飼料分析指導センターで分析を行
った、平成7年度から平成13年度までの過去7年間のサイレージ1,430点について集計した。  
［成果内容］  
 集計したサイレージの内訳は、トウモロコシ693点、トウモロコシとソルガムの混播490点、ソルガム
193点、イタリアンライグラス54点であり、以下の結果を得た。  
１．各作物の飼料成分の分布は非常に幅広く、最大値と最小値で数倍の開きのあるものもあった。こ
のことから、飼料成分の把握には分析を行う必要があると考えられた（表１）。  
２．トウモロコシおよびトウモロコシとソルガムの混播における硝酸態窒素の分布はメリーランド大学の

ガイドライン（表２）で給与制限の必要がないとされる、乾物中1,000ppm以下のものは各々全体の約
88%と80%であり、妊娠牛に給与してはいけないとされる乾物中2,000ppm以上のものは各々全体の
1.4%と4%であった（図１）。  

３．ソルガムの硝酸態窒素の分布は乾物中1,000ppm以下のものが全体の50%であったが、乾物中
2,000ppm以上のものが全体の20%を占め、中には乾物中7,000ppmを超えるものもあった（図１）。ま
た1番草よりも2番草に硝酸態窒素濃度の高いものが多かった（図２）。  

４．イタリアンライグラスの硝酸態窒素濃度の分布は乾物中1,000ppm以下のものが全体の67%を占
めたが、乾物中2,000ppm以上のものも全体の約16%を占め、中には乾物中6,000ppmを超えるもの
もあった（図３）。  
［留意事項］  
１．給与にあたっては生産した飼料を分析し、飼料成分、硝酸態窒素濃度等を把握することが大切で
ある。  
２．ソルガムやイタリアンライグラスなど、硝酸態窒素を蓄積しやすい作物の生産に際しては、たい肥
の施用量等、適正な施肥に努めることが大切である。  
［普及対象地域］  
  県下全域  
［行政上の措置］  
   
［普及状況］  
［成果の概要］  

 部門   飼料作物及び草地  対象        普及

課題名：県内自給飼料の飼料成分等の実態

［要約］平成７年度から平成13年度に自給飼料分析指導センターで分析を行った県内生産の
トウモロコシサイレージ等1,430点の取りまとめを行った結果、6成分等の飼料成分の値はか
なり幅広く分布していること、および硝酸態窒素濃度はソルガムとイタリアンライグラスで高い
ものが多いことが明らかとなった。
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